
http://www.shoda-k.jp 人づくりから始まるポスト復興！

宮城県議会議員(泉区)

庄田けいすけ
県 政 ・ 活 動 報 告全力疾走!

皆さんこんにちは。宮城県議会議員の庄田圭佑です。

９月１日から第３８０回県議会定例会が開会中で、９月１０

日には私自身１７回目となる一般質問に立ちました。質問要旨

は以下の通りです。

今回の質問の一番の狙いは、村井県政１６年を振り返り、そ

の評価と今後どういった施策を講ずるのか明らかにすることで

した。この点を意識し、①これまでの成果を確認、②県民の独

断専行という評価について、知事の意思決定過程の実態を明ら

かにする、③ウィークポ

イントの第一次産業振興

と学力向上について課題

を指摘、④これまでの課

題等を５期目の政策にど

う生かすか、という流れ

で質問の望みました。

また、先に行った宮城

大学での学生とのシンポ

ジウムの内容も踏まえ、

知事自身の政策評価と昨

年県議会が議会改革推進

会議で取組んだ、投票率

向上に向けた選挙管理委

委員会への提案内容に基づく具体的な対応を伺いました。

詳細な答弁については、１０月に議会報告号として掲載した

いと思いますが、一番引き出したかったこれ迄の課題等を踏ま

えた５期目の具体的な公約について、知事は「後日政策集を作

成し配布する」という答弁に留まりました。また、知事が意思

決定に至る政策形成過程について「職員とは日頃から本音の議

論を重ね、検討の熟度を高めながら、政策を決定してきた」と

の答弁でした。他にも、シンポジウムを踏まえ宮城大学に投票

所を設けることについて前向きな答弁もあり、私自身は概ね満

足できる結果であったと感じております。

なお、質問の様子が翌日の地元紙にも大々的に掲載されまし

たので、そちらもご覧いただきたいと思います。

私は、村井県政を支える与党会派ですが、執行部には是々非

々の態度で県政発展に全力疾走して参ります。皆様より忌憚の

ないご意見賜れば幸いです。
宮城県議会議員 庄田圭佑

↑第３８０回定例会一般質問の様子

村井県政16年と今後について問う！

お困りごとご相談下さい！
下記時間帯は事務所に詰めておりますので、お困りごと等
有ればお気軽に事務所にお越し下さい。

令和３年10月2日(土)10時～12時

令和３年９月１５日発行 ＶＯＬ.７６ 発行者 宮城県議会議員 庄田 圭佑

まん防発令中！２．ＤＸ・働き方改革を意識した新型コロナ対策等について

１．村井県政の１６年と今後について

（２０２１.９.11の河北新報朝刊（１４））

９月１３日から、まん延防止等重点措置へ移行となりました。

９月３０日までは以下の対応へご協力をお願いいたします。
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皆様の声をお聞かせ下さい！

宮城県議会議員

庄田圭佑事務所
宮城県政へひと言 ! !

http://www.shoda-k.jp 宮城の未来創造に挑戦！

全力疾走！令和3年9月15日発行 Vol.76

２０２１年夏のインターン生の活動が始まりました

政務活動等報告

県議会各派政調会長会
議を開催。議会中に取
りまとめる国に対する意
見書について、各派の
政調会長間にて意見交
換を実施。

仙台管区気象台と「気
象庁の防災対応と自治
体支援について」講演
をいただき、宮城でも
多発する自然災害につ
いて意見交換を実施。

自民党会派芸術文化
議員連盟で「多賀城南
門復元工事」現地視察
を実施。当日は深谷多
賀城市長にも同行・説
明いただきました。

今年２月に行われた「新型インフルエンザ等対

策特別措置法」改正により新たに設けられた規定。

新型インフルエンザ等緊急事態宣言に至る前に全

国的かつ急速なまん延を防ぐことを目的としてい

ます。まん延防止等重点措置が規定された背景に

は、緊急事態宣言による経済への影響を最小限抑

えつつ感染拡大を防止するという考えがあります。

発令単位は、緊急事態宣言が都道府県とし、ま

ん延防止等重点措置は市町村単位としています。

ラ
まん延防止等
重 点 措 置

東北学院大学1年 辰本 小雪

県議さんならではの仕事にかか

わる中で、新しい学びがあり良い

経験になっています。様々な方と

お会いする機会がありマナーなど

を学ぶことができています。

東北学院大学1年 佐藤 花春

普段はあまり見る機会がない県

議さんの仕事を近くで拝見し、ま

た自分自身も作業を体験させてい

ただき、とても良い経験になって

います。

◎結婚を政府主体で応援する政策を考えました◎

政府が経済的補助をして希望者に結婚生活を体験してもらう
「ひとつ屋根の下政策」、AI搭載のマッチングアプリを開発し相
性の合う相手を簡単に探せるようになる「AIお見合い大作戦」、

恋愛関連の様々な問題を未然に防ぐために学校で恋愛学など
を学べる「恋愛講座」の3つの政策を提案しました。

「もし自分が総理大臣ならば」という設定のもと、実現させた
い３０年後の日本のビジョン、１０年後の政策・予算案を提案
し発表する「未来国会」というコンテストに参加いたしました。

東北学院大学1年鈴木貴瑠璃
普段接することにない県議さんと
一緒に活動することによって、自
分が住んでいる地域をよく知ること
ができたり、地域発展のために自
分たちが貢献できることは何かを
考える良い機会になっています。

東北工業大学1年 菅野 星夜

普段の生活ではできないような経
験をさせてもらったり、これからの
自分のためになるようなことを学
ばせて貰いました。残りの期間も
充実した生活を送れるよう頑張り
たいです。

私たちは実現させたい未来のビジョンとして「結婚しやすい・
結婚する人が増えている世界」を掲げました。

ビジョン

結婚後の不安 恋愛関連問題

現状の問題点

問題点に対する政策

恋愛講座
ひとつ屋根
の下政策

婚活ストレス

AIお見合い
大作戦

インターン生の活動報告：「未来国会」への参加


